







































































































































































































































Itwasbadlydone,indeed!You,whom shehadknownfrom aninfant,whom shehadseengrow
upfrom aperiodwhenhernoticewasanhonour,tohaveyounow,inthoughtlessspirits,andthe
prideofthemoment,laughather,humbleherandbeforeherniece,tooandbeforeothers,
manyofwhom（certainlysome,）wouldbeentirelyguidedbyyourtreatmentofher.Thisisnot
pleasanttoyou,Emmaanditisveryfarfrom pleasanttome;butImust,Iwil,（408）
ナイトリー氏はエマにハートフィールドの女主人として，礼節のあるマナーズを期待しているのだ。
エマも彼の期待に応え，ジェインに面会を断られながらも何度も足を運ぶ。きっとナイトリー氏は自
分の行為を認めてくれるだろうと思いながら。ナイトリー氏の期待に応え，エマは礼節ある態度をと
る女性へと成長していく。
こうして財産と礼節を兼ね備えたふたりは婚約する。しかし，父親思いの理想の娘としてのエマは，
父を残してナイトリー氏のもとへ嫁ぐ気にはなれない。するとナイトリー氏は当時の男性には考えら
れないような行動をとる。自分がハートフィールドに来るというのである。家父長制や長子相続制を
揺るがすような結末である。この結末から植松氏は「恐ろしい結末」が予想できると指摘する。つま
り，ナイトリーがハートフィールドにいるのはウッドハウス氏が存命中の期間だけで，結局，エマと
その財産は夫のものとなる。エマは幸せのあまりこの点に関して自分だけは大丈夫と安心している，
というのである。11しかし，エマとしては ・Whileherdearfatherlived,anychangeofcondition
mustbeimpossibleforher.Shecouldneverquithim.・（489）である。つまり，エマ自身も父
の存命中は現状のままでありたいと希望している。さらに，ふたりの信頼関係を考慮すれば，ナイト
リー氏がエマの財産を奪い取ろうとする意図は読み取れない。
まとめ
植松氏の指摘のように，『エマ』は妻の財産権，女性の権利の問題を浮き彫りにした作品とする読
み方もある。しかし，ふたりの結婚後，エマの財産がすべてナイトリーのものになるからと言って，
ナイトリーがリントン家及びアーンショー家の家財産一切を奪い取ろうとする『嵐が丘』（Wuthering
Heights,1847）のヒースクリフ（Heathcliff）のようだとは考えにくい。タナーの指摘通り，財産と礼
―84―
節のあるふたりの結婚はうまく行くことになっているのだ。
当時の女性の財産権は，例外を除いて認められていなかった。エマの場合も法律通りならば他の女
性たちと同様，すべての財産は夫に渡る。以前結婚しないと宣言していたエマが，それを承知で結婚
を決意した。オースティンがエマに結婚を決意させた意図はなにか。結婚が中産階級の女性たちの安
定した生活を保証するという世間の枠組みを踏まえながら，当時普及していた制度を批判しようとし
たとは考えられないだろうか。理想の女性像とはかけ離れた健康的で率直な女性エマと一刻も早く結
婚したいナイトリーは，彼女の屋敷に移り住む決意を固める。つまり，ナイトリーは女性の新しい面
を受け入れ，新しい女性像を賞賛することのできる登場人物なのである。オースティンが19世紀初
期に，新しい女性像を賞賛する男性像を創造したことは画期的であり，その点でナイトリー氏は新し
い男性像と言えるのではないだろうか。
本稿は昭和女子大学学長裁量費の助成を受けた研究である。
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